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福島第一原子力発電所の炉心周辺にある汚染水はウランを含む可能性がある。我々は全反射蛍光 X線分析

法を用いてこの汚染水中のウランを高感度に分析する方法の開発を行ってきた。今回は汚染水に含まれる

ことが予期されるジルコニウムがウランの分析に及ぼす影響を調査した。 
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1. 緒言 

東京電力福島第一原子力発電所（1F）内の炉心周辺の作業を行う際に汚染水が見つかる可能性がある。

この汚染水はウランを含む可能性があり、これを排水として放出する場合、ウランの放射能濃度を測定す

る必要がある。一般に、汚染水中のウランは放出する α 線を計測することで放射能濃度を決定されるが、

この方法では長時間に及ぶ濃縮や数時間程度の計測が必要である。そこで、我々は全反射蛍光 X線分析法

を用いて溶液中のウランを迅速に分析する方法の開発を行ってきた [1]。本研究では実際の 1Fにある汚染

水に含まれるジルコニウムがウランの分析に及ぼす影響について調査した。 

2. 実験 

 ウランを含む多元素標準溶液をジルコニウム標準液と混合させてジルコニウム混合ウラン溶液を作成し

た。また、ジルコニウム混合ウラン溶液には内標準元素としてインジウムも混合させた。そしてそれを石

英ガラス基板に滴下・乾燥して、可搬型全反射蛍光 X線分析装置 200TX（ourstex社）で測定した。 

3. 結果 

ジルコニウムとウランの濃度が 10 ppm、1 

ppmのジルコニウム混合ウラン溶液の代表的な

全反射蛍光 X線スペクトルを図 1に示す。測定

されたスペクトルには、ジルコニウム混合ウラ

ン溶液に含まれる元素のほかに、X線管のター

ゲットであるタングステンの Kα 線や試料台に

含まれるシリコンの Kα線、空気中に 0.9％含ま

れるアルゴンの Kα 線などが観測された。本研

究から、ジルコニウムの量を増やすことで検

出器に入る散乱線などが増加し、ウランの分

析に影響を及ぼすことが示唆された。 
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図 1.ジルコニウム混合ウラン溶液の全反射蛍光 X 線

スペクトル 
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